
下
二
段
活
用
補
助
動
調
「
給
ふ
」
に
つ
い
て

下
二
段
活
用
補
助
動
詞
「
給
う
」
は
、
周
知
の
如
〈
謙
譲
の
補
助

動
詞
で
あ
る
。
そ
の
発
生
は
上
代
で
あ
る
が
、
盛
ん

K
用
い
ら
れ
る

の
は
、
中
古
、
特

K
そ
の
中
期
で
、
中
古
末

K
は
既

K
表
え
始
め
る

の
で
あ
る
o
そ
と
で
、
本
稿
で
は
、
と
の
よ
う

K
中
古
の
一
時
期
の

み
K
栄
え
た
下
二
段
活
用
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
が
、
中
古

k
b
い
て
、

ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
ち
、
ど
う
い
う
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
か
、

第
一
章
三
節
を
中
心

K
検
討
し
て
み
る
o

向
、
資
料
と
し
て
は
、
下
二
段
活
用
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
が
話
言

葉
と
し
て
一
般
的

K
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
次
の
四
作
品
を
使

用
し
た
。

「
落
窪
物
語
」

「
源
氏
物
語
」

「
夜
の
寝
覚
」

「
狭
衣
物
語
」

目

次

序
論

本
論第

一
章
上
接
語

K
つ
い
て

第
一
節
上
接
語
の
種
類
と
頻
度

第
二
節
上
接
語
の
主
体
者

K
つ
い
て

第
三
節
「
見
る
」
の
意
味

K
つ
い
て

第
四
節
特
異
左
上
接
語
（
略
）

第
二
章
活
用
形

K
つ
い
て

第
一
節
活
用
形
の
種
類
と
旗
度

第
二
節
複
合
形
態

K
つ
い
て

第
三
節
終
止
法
の
用
法

K
つ
い
て
（
略
）

第
四
節
特
異
左
用
法

K
つ
い
て
（
略
）

第
三
章
敬
意
の
程
度

K
つ
い
て

第
一
節
場
面
の
考
察

第
二
節
敬
意
の
主
体
と
対
象

結
論

序

二
十
七
回
生

高

原

昭

子

論
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第
一
章

上
接
語
に
つ
い
て

第
一
節
上
接
語
の
種
類
と
頻
度

下
二
段
活
用
補
助
動
調
「
給
ふ
」
の
上
接
語
は
、
他
の
補
助
動
詞

と
違
っ
て
、
数
種
類
の
動
詞

K
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
表
I
K
示

さ
れ
て
い
る
よ
う

K
「
思
ふ
」
「
見
る
」
「
聞
〈
」
「
知
る
」
の
四

語
で
あ
る
o
し
か
し
、
と
の
四
語
は
決
し
て
同
じ
よ
う
念
頻
度
で

表

狭 夜 源 落

括衣 の 氏
物窪物 寝 物

語 覚 語 語

6 0 2 7 9 5 3 4 3 4 3 6 ，恩

(82.8%) (80.6%) (79.1%) (83.0%) (92.3%) 」、

1 0 8 1 1 1 4 8 1 2 見

(14.9%) (11.2%) (20.9%) (15.5%) (5.1%) る

8 7 1 聞

( 1.1%) ( 1.3%) (2.6%) く

1 1 知

co.1%) I (0.2%) る

8 8 そ
の

(1.1%) (8.2%) 他

7 2 7 9 8 6 7 5 2 3 3 9 計

マ

用
い
ら
れ
た
訳
で
は
な
〈
、
「
思
ふ
」
が
圧
倒
的

K
多
〈
、
全
用
例

の
八
二
・
八
¢
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
「
見
る
」
が
多
〈
、
「
聞

〈
」
が
少
数
あ
り
、
極
め
て
稀

K
「
知
る
」
が
あ
る
。
「
知
る
」
の

用
例
は
さ
源
氏
物
語
』

k
b
け
る
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

マ
仲
人
「
〈
は
し
く
も
矧
川
わ
ト
～
ず
。
：
：
」
（
源
氏
・
東
屋
P

臼
）と

と
ろ
で
、
「
思
う
」
「
見
る
」
の
用
例
を
あ
わ
せ
る
と
、
全
用

例
七
二
七
例
中
、
七
一

O
例
（
九
七
・
七
¢
）
を
占
め
て
い
る
。
文
、

作
品
別

K
見
て
も
『
夜
の
寝
覚
』
は
一

O
O
必
l
即
ち
「
思
ふ
」

「
見
る
」
以
外
の
上
接
語
は
な
く
、
『
源
氏
物
語
』
で
も
九
八
・
五

¢
を
「
思
ふ
」
「
見
る
」
で
占
め
、
『
落
窪
物
語
』
『
狭
衣
帆
語
』

も
そ
れ
ぞ
れ
九
七
・
四
¢
、
九
一
・
八
婦
と
念
っ
て
い
る
。
と
の
よ

う
念
と
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
給
ふ
」
の
上
接
語
は
「
思
ふ
」
「
見

る
」
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
念
い
。
つ
ま
夕
、
「
給
ふ
」
の

上
接
語
は
「
思
ふ
」
「
見
る
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
稀

K
「
開
〈
」

「
知
る
」
が
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

第
二
節
上
接
語
の
主
体
者

K
つ
い
て

「
給
ふ
」
は
前
述
し
た
よ
う

K
、
謙
譲
の
補
助
動
調
で
あ
る
。
謙
譲

語
で
あ
る
か
ら
本
来
は
、
話
し
手
が
、
受
手

K
敬
意
を
払
う
た
め
K
、

為
手
の
動
作

K
謙
譲
語
を
使
い
、
相
対
的

K
受
手
を
高
め
る
と
と

K

な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
受
手
敬
意
で
あ
る
。

と
と
ろ
が
、
「
給
ふ
」
の
場
合
は
表
E
K
示
さ
れ
た
通
h
y
、
他
の

人
物
で
念
〈
自
分
自
身
l
即
ち
話
し
手
自
身
の
動
作

K
っ
く
例
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
0

『
夜
の
寝
覚
』
で
は
全
用
例
が
、
又
、
全
用
例

七
二
四
例
中
、
七
一
一
例
（
九
八
・
二
¢
）
が
自
分
自
身
の
動
作
K
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つ
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
は
、
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、

「
給
ふ
」
が
話
し
手
自
身
の
動
作
を
低
め
マ
僧
都
「
・
ト
ド
そ
れ

K
つ
け
て
も
の
思
い
も
の
ほ
し

K
念
む
、
齢

る
と
と

K
よ
っ
て
聞
き
手
に
敬
意
を
払
う
の
末
に
刷
削
た
ま
へ
嘆
き
は
べ
る
め
る
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ

丁
寧
語
の
よ
う
念
使
い
方
、
即
ち
聞
手
敬
（
源
氏
若
紫

p
m）
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

意
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
と
れ
も
こ
れ
は
僧
都
が
跡
の
尼
君
の
立
場
に
身
を
お
い
て
、
尼
君
の
気
持

「
給
ふ
」
の
特
異
な
用
法
と
考
え
て
よ
い
を
代
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
僧
都
は
自
分
の
肉

だ
ろ
う
。
さ
て
、
表
E
を
み
る
と
、
自
分
親
の
尼
君
の
動
作
に
「
給
ふ
」
を
付
け
て
、
聞
手
の
源
氏
に
敬
意

以
外
の
者
に
付
い
た
例
が
十
三
例
あ
る
が
、
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
自
分
以
外
の
者
に
は
、

自
分
の
家
来
、
自
分
の
親
し
い
女
、
自
分
よ
り
身
分
の
低
い
者
の

例
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
以
外
の
者
は
す
べ
て
、
話
し
手
の
側

W
比
肩
す
る
人
間
で
あ
り
、
一
人
称
と
考
え
て
差
し
っ
か
え
な
い
。

と
の
結
果
、
「
給
ふ
」
は
ほ
と
ん
ど
が
自
分
自
身
の
動
作
K
付
け

ら
れ
、
稀
に
自
分
の
側
の
人
間
K
付
け
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
と

と
が
で
き
る
。

第

三

節

「

見

る

」

の

意

味

に

つ

い

て

‘

と
れ
ま
で
第
一
節
・
第
二
節
で
述
べ
て
き
た
と
と
か
ら
、
「
絵

ふ
」
は
、
自
分
自
身
、
又
は
自
分
の
側
の
人
聞
の
「
思
ふ
」
「
見

る
」
「
聞
く
」
「
知
る
」
と
い
う
動
作
を
卑
下
す
る
と
と

K
よ
っ

て
、
聞
き
手
K
敬
意
を
払
う
謙
譲
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
と
ろ
で
、
倒
藤
和
子
氏
は
、
と
の
「
給
ふ
」

K
つ
い
て
、
次

の
よ
う

K
述
べ
て
か
ら
れ
る
。

下
二
段
の
「
給
ふ
」
は
、
「
思
ふ
」
を
中
心
と
す
る
島
町
在
九
日
、
収

骨
ト
吉
野
野
わ
か
特
持
h
v

動
静
ん
ナ
が
わ
静
止
材
十
か
事
ロ
也
市
で
あ
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
念
い
か
、

と
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、

ζ

の
説
K
は
少
々
疑
問
が
残

一M7

n 

狭 夜 源
落窪 ／ 衣 の 氏

物語
寝 物 物
覚 語 誇

身「
のた
動ま

7 1 1 9 2 6 7 5 1 4 3 8 作ふ
!11:」

(98.2%) (94.9%) ( 100%) (98.7%) ( 97.4%) つを
け自
た分
例自

た外「
例のた
者ま

1 3 5 7 1 tてふ
動」

( 1. 8%) (5.1%) (1. 3%) (2.6%) 作を
!11:自
つ分
け以

7 2 4 9 7 6 7 5 2 1 3 9 計

表マ
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る
。
確
か

K
、
「
給
ふ
」
の
上
接
語
は
大
部
分
が
「
思
う
」
で
、

次
い
で
「
見
る
」
「
聞
く
」
「
知
る
」
と
い
う
主
観
的
左
動
詞
で

あ
っ
た
o
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
よ
接
語
が
町
古
川
υ

心
情
を
表
現
す
る
特
殊
左
動
詞
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
伊
藤
氏

は
そ
の
根
拠
と
し
て

『
源
氏
物
語
』

k
b
い
て
は
「
見
る
」
の
場
合
、
そ
の
殆
ん
ど

が
、
「
思
ふ
」

K
通
じ
る
「
見
る
」
の
用
法
で
あ
る
。
「
・
・
・
・

7
ミ
ル
」
と
い
ふ
「
見
る
」
の
使
い
方
で
は
左
〈
、
「
か
ゃ
う

念
事
実
を
・
・
：
ニ
ミ
ル
」
と
い
う
、
視
覚

K
訴
へ
左
い
、
心
で

み
る
「
見
る
」
の
使
い
方
で
あ
る
。

と
述
べ
て
な
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
「
思
ふ
」

K
比
べ
て

「
見
る
」
の
場
合
は
、
一
般
的
一
K
、
客
語
を
と
り
「
・
・
・
・
ア
ミ
ル
」

の
使
い
方
が
多
い
よ
う
に
思
う
o
又
、
「
見
る
」
が
動
作
を
表
わ
す

と
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
ζ

で
、
氏
の
説

K
つ
い
て
考
察
し
て

み
る
と
と

K
す
る
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

K
『
源
氏
物
語
』

k
b
い
て
、
上
接
語

「
見
る
」
は
八
一
例
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
氏
の
述
べ
て
な
ら
れ
る

「
・
・
・
・
ニ
ミ
ル
」
と
い
う
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

マ
御
方
々
の
里
人
は
べ
り
つ
る
中

K
、
四
位
少
将
・
右
中
弁
な
ど
急

ぎ
出
で
て
、
送
h
y
し
は
べ
h
y
つ
る
や
弘
徽
殿
の
御
あ
か
れ
な
ら
ん

＠
駒
山
ん
ず
勺
つ
る
。
（
花
宴

p
m叩
）

マ
齢
の
ほ
ど
よ
り
は
、
世
を
ま
つ
り
ど
た
む

K
も
、
を
さ
を
さ
俸
b

あ
る
ま
じ
う
A
M
U
則
わ
一
ま
ふ
か
（
賢
木

p
m）

マ
あ
ら
ぬ
さ
ま

K
ほ
れ
ぼ
れ
し
う
を
h
y
て
、
な
が
め
過
し
た
ま
ふ
め

れ
ば
、
世
の
う
き
つ
ま
に
ー
と
い
ふ
ゃ
う

K
魚
川
U
則

hLtか
」
と

聞
と
え
た
ま
へ
ば
（
横
笛

p
m）

右
の
例
の
よ
う
に
、
「
：
・
・
ニ
ミ
ル
」
と
い
う
の
は
、
判
断
・
感
想

の
内
容
を
受
け
て
「
・
・
・
・
だ
と
思
う
」
「
・
・
・
・
の
よ
う

K
み
る
」
と

い
う
と
と
だ
と
思
わ
れ
る
o

と
の
よ
う
な
視
覚

K
訴
え
左
い
で
心
で

み
る
と
い
う
例
は
、
八
一
例
中
、
二
四
例
で
あ
る
。
二
四
例
を
文
法

上
か
ら
考
え
て
も
、
係
助
詞
「
念
む
」
「
と
そ
」
を
受
け
た
係
b
結

び
の
例
が
十
一
例
、
「
う
れ
し
う
」
と
か
「
い
と
ほ
し
う
」
と
い
う

形
容
詞
を
伴
っ
た
例
が
五
例
、
判
断
し
た
事
を
述
べ
て
、
引
用
の
「

「と」

K
接
続
し
た
例
が
八
例
、
と
す
べ
て
判
断
・
感
想
の
内
容
を

受
け
た
「
・
・
：
の
よ
う
ニ
ミ
ル
」
の
使
い
方
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、

八
一
例
中
、
二
四
例
あ
る
だ
け
な
の
で
、
殆
ん
ど
、
と
い
う
表
現
は

適
当
で
左
い
。

で
は
、
視
覚
的
左
「
・
・
：
ア
ミ
ル
」
と
い
う
使
い
方
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
十
八
例
は
あ
る
よ
う
だ
。

ωい
ぎ
た
な
き
人
は
到
た
ま
へ
む
に
つ
け
て
も
、
な
か
な
か
う
き

世
の
が
れ
難
う
思
う
た
ま
へ
ら
れ
ぬ
べ
け
れ
ば
：
：
：
（
須
磨

p

m）
 

ω先
っ
と
ろ
、
ま
か
り
下
り
て
は
ベ
タ
し
つ
い
で

K
、
あ
り
さ
ま
見

品
川
も
～

κよ
り
て
：
：
（
若
紫

p
m）

j

・

ω仮
名
文
見
た
ま
ふ
る
は
自
の
暇
い
h
y
て
、
念
仏
も
慨
怠
す
る
や
う

K
益
念
う
て
念
ん
、
御
消
息
も
奉
ら
ぬ
を
。
（
若
菜
上

p
m）

右
の
例
は
、
決
し
て
心
で
ミ
ル
と
い
う
「
・
・
・
・
ニ
ミ
ル
」
の
使
い
方

だ
と
は
考
え
ら
れ
念
い
。
や
は
h
y
、
視
覚
的
左
「
・
・
・
・
ア
ミ
ル
」
の

使
い
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
目
で
見
る
と
い
う
動
作
を
意
味

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
心
情
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
念
い
。

ζ
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の

よ

う

な

例

が

、

十

八

例

は

あ

る

の

で

あ

る

。

七

例

使

わ

れ

て

い

る

。

も
ち
ろ
ん
、
伊
藤
氏
も
視
覚
的
念
．
「
見
る
」
が
全
く
な
い
と
述
ペ
マ
内
大
臣
「
頼
も
し
き
御
蔭
K
、
幼
き
者
を
奉
h
y
な
き
て
、
み
づ
か

て
b
ら

れ

る

訳

で

は

な

く

て

、

ら

は

な

か

な

か

幼

く

よ

り

周

た

ま

勺

も

つ

か

ず

：

：

：

（

源

氏

・

少

や
や
視
覚
的
念
「
見
る
」
が
砂
か

b
や
か
か
伊
ゆ
と
い
う
表
現
を
女
・

P
M
）

し
て
な
ら
れ
る
o

し
か
し
念
が
ら
、
「
・
・
・
・
ア
ミ
ル
」
と
い
う
例
が
右
の
例
は
、
内
大
臣
自
身
が
娘
の
雲
居
雁
の
世
話
を
す
る
、
と
い
う

十
八
例
あ
る
以
上
、
「
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
」
と
い
う
表
現
は
適
当
動
作
を
卑
下
す
る
と
と

K
よ
っ
て
、
聞
手
の
大
宮
K
敬
意
を
払
っ
て

で

な

い

よ

う

に

思

う

。

い

る

場

面

で

あ

る

。

と

の

よ

う

念

「

世

話

を

す

る

」

の

意

が

、

心

情

と
と
ろ
で
、
「
・
・
・
・
ア
ミ
ル
」
と
い
う
場
合
は
、
当
然
、
客
語
が
表
現
で
な
い
と
と
は
、
一
言
一
回
う
ま
で
も
念
い
。

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
の
客
語
は
、
「
給
ふ
」
が
聞
手
敬
意
で
あ
ま
た
、
「
知
っ
て
い
る
、
顔
見
知
h
y
」
K
三
例
使
わ
れ
、
次
の
よ

る
と
と
か
ら
考
え
る
と
、
話
し
手
と
聞
手
の
間

K
介
在
す
る
三
人
称
う
念
「
逢
う
」
の
意
K
二
例
あ
る
。

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
o
前
述
し
た
用
例
を
み
る
と
、

ωは
「
あ

b

マ
：
：
な
ほ
時
々
則

r
rぐ
l
を
、
所
の
さ
が

K
ゃ
：
（
手
習

p
m）

さ
ま
」
、

ωは
「
仮
名
文
」
と
示
し
て
あ
夕
、

ωも
「
幼
念
い
人
（
と
れ
は
、
薫
が
明
石
中
宮

K
、
自
分
が
世
話
を
し
て
い
る
女
性
に
時

（
タ
霧
）
の
顔
」
と
容
易
に
想
像
で
き
る
o

と
の
三
例
は
聞
手
以
外

h

「
逢
っ
て
い
た
」
と
話
し
て
い
る
と
と
ろ
で
、
薫
自
身
の
動
作
K

の
三
人
称
と
念
っ
て
い
る
。
文
、
十
八
例
す
べ
て
の
客
語
を
み
て
も
、
つ
い
た
例
で
あ
る
。

聞
手
以
外
の
人
物
の
有
様
、
ょ
う
す
が
十
三
例
、
あ
る
で
き
事
が
三
マ
尋
ね
き
と
え
ま
ほ
し
き
夢
を
則

r
rぐ
し
か
念
。
（
若
紫

p
m）

例
、
手
紙
二
例
、
－
猫
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
よ
う
念
と
と
か
ら
、
最
後
の
一
例
は
、
右
の
例
で
、
「
夢
を
み
る
」
と
い
う
意
味

K
使
わ

客
語
を
と
る
場
合
は
、
聞
手
以
外
の
三
人
称
を
客
語
と
す
る
と
考
え
れ
て
い
る
。
「
・
・
：
ヲ
ミ
ル
」
の
形
で
は
あ
る
が
、
視
覚
的
念
み
る

て
よ
い
。
し
か
も
、
客
語
K
対
す
る
敬
意
は
念
〈
、
あ
く
ま
で
も
聞
で
は
念
い
し
、
も
ち
ろ
ん
心
情
表
現
で
も
念
い
の
で
別

K
示
し
た
。

手
K
対

ナ

る

敬

意

で

あ

る

。

話

し

手

源

氏

の

夢

を

み

る

と

い

う

動

作

K
つ
い
た
と
考
え
る
。

以
上
、
「
：
・
・
ニ
ミ
ル
」
「
：
・
・
ア
ミ
ル
」
の
例
K
つ

い

て

考

え

と

の

他

K
、
「
見
る
」
が
複
合
語
を
作
っ
て
、
そ
の
複
合
語
独
特

て
き
た
が
、
「
：
：
ニ
ミ
ル
」
と
い
う
心
情
表
現
は
二
四
例
し
か
念
の
意

K
使
わ
れ
て
い
る
例
が
、
二
四
例
あ
る
。
「
給
ふ
」
は
複
合
語

い
。
し
か
し
、
「
見
る
」
の
用
例
は
他
K
三
九
例
あ
る
の
で
、
と
れ
の
間
K
、

ら
が
、
ど
の
よ
う
念
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
の
か
み
て
み
よ
う
。
マ
「
山
踏
み
し
は
ベ
タ
て
、
あ
は
れ
念
る
人
を
念
む
見
た
ま
へ
つ
け

「
見
る
」
と
い
う
動
詞

K
は
、
前
述
し
た
意
味
の
他
K
い
ろ
い
ろ
た
り
し
」
（
玉
髭

p
m）

念
意
味
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
「
世
話
を
す
る
」
と
い
う
意
味
K

の
よ
う
念
形
で
は
い
る
性
質
が
あ
る
が
、
と
の
と
と

K
つ
い
て
は
第

-48一



二
章
で
詳
し
〈
述
べ
る
と
と
に
し
て
右
の
例
を
み
る
o

ζ

れ
は
、
右

近
が
あ
は
れ
在
る
人
（
玉
量
）
を
見
つ
け
出
し
た
と
源
氏

K
報
告
し

て
い
る
と
と
ろ
で
、
右
近
の
見
つ
け
る
と
い
う
動
作
を
卑
下
し
て
、
源

氏
に
敬
意
を
払
っ
た
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
見
る
」
が
複
合
語

を
作
っ
た
場
合
は
、
独
特
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
し
か
も
、
心
情
表
現

で
は
な
く
動
作
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
伊
藤
氏
の
上
接
諮
問
「
見
る
」

K
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

「
・
・
・
・
で
ミ
ル
」
が
二
四
例
、
「
・
・
：
ア
ミ
ル
」
一
八
例
、
他
の

「
見
る
」
の
意
一
五
例
、
複
合
語
の
意
二
四
例
と
在
っ
て
い
た
。
つ

ま
夕
、
心
情
表
現
が
二
四
例
で
、
他
の
五
七
例
は
話
し
手
自
身
の
動

作
K
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

と
の
と
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
見
る
」
は
心
情
を
表
現
す
る
と
は

言
え
設
い
よ
う
だ
o

し
か
し
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

K
、
「
給
ふ
」

の
上
接
語
は
、
大
部
分
が
「
思
ふ
」
で
あ
る
か
ら
、
「
思
ふ
」
の
使

わ
れ
方
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
伊
藤
氏
は
、
と
の
「
思
ふ
」
に
つ

い
て
は
、

「
誰
々
を
思
ふ
」
と
い
う
使
い
方
は
な
い

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
私
の
調
べ
た
と
と
ろ

K
よ
る
と
、

「
思
ふ
」
単
独
の
場
合
は
、

ω口
惜
し
う
御
供

K
後
れ
は
べ
り

K
け
る
と
酌
凶
4

仰
を
～
ら
れ
し
か

ば
（
松
風

p

m

T

j

j
、iく

1

ω荒
き
浪
の
声
に
ま
じ
る
は
、
悲
し
く
も
思
う
た
ま
へ
ら
れ
念
が
ら

（
明
石

p
m）

の
よ
う
な
、
自
分
の
意
見
・
感
想
を
述
べ
る
の

K
使
わ
れ
る
l
即
ち
、

心
情
表
現
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
o

そ
し
て
、
そ
れ
は
、

ωの
よ
う

K
、
自
分
の
意
見
の
根
拠
を
示
し
、
引
用
の
「
と
」
を
受
け
て
使
わ

れ
る
例
と
、

ωの
よ
う

K
、
形
容
詞
を
伴
っ
て
心
情
を
表
わ
す
例
と

K
大
別
で
き
る
o
し
か
し
、
客
語
を
と
っ
て
「
・
・
・
・
ア
思
ふ
」
が
な

い
訳
で
は
念
く
、
た
と
え
ば

マ
今
は
、

ζ

の
世
の
と
と
を
刷
制
た
れ
＆
勺
ね
ば
、
験
方
の
行
ひ
も
：

（
若
紫

p
m）

の
よ
う
左
例
が
あ
る
。
又
、

マ
藤
壷
「
今
は
じ
め
て
刷
削
た
ま
ふ
る
事

K
も
あ
ら
ぬ
を
：
・
・
（
賢

木

p
幽
）

の
よ
う

K
「
思
ふ
」
が
「
決
心
す
る
」
の
意
で
使
わ
れ
た
例
も
あ
る
o

但
し
、
と
の
よ
う
を
例
は
極
め
て
少
念
い
。
「
思
ふ
」
単
独
の
場
合

は
、
や
は

b
、
自
分
の
判
断
・
心
情
を
述
べ
た
例
が
圧
倒
的

K
多
い
。
一

さ
て
、
「
思
ふ
」
も
「
見
る
」
と
同
様
K
、
複
合
語
を
作
っ
て
、

4

間
K
「
給
ふ
」
が
入
る
例
が
あ
る
。

マ
タ
霧
「
い
か
で
か
、
土
日
を
思
う
た
ま
へ
出
づ
る
御
か
ほ
h
y
ど
も
に

は
、
身
を
棄
つ
る
さ
ま

K
も
、
と
と
そ
尉
凶
た
ま
へ
知
h
y
は
べ
る

を
：
：
（
藤
裏
葉

p
側）

右
の
よ
う

K
、
「
思
ひ
出
づ
」
と
か
「
思
ひ
知
る
」
と
、
複
合
語
独

特
の
意
味

K
用
い
ら
れ
る
例
が
か
走
り
あ
る
。
と
れ
は
、
「
思
ふ
」

単
独

K
比
べ
る
と
、
何
ら
か
の
行
為
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
上
接
語
「
思
ふ
」

K
つ
い
て
、
少
々
述
べ
て
み
た
。
「
思

ふ
」
単
独
の
場
合
、
心
情
を
表
わ
す
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
し
、
「
見
る
」

K
も
二
四
例
、
心
情
表
現
が
あ
る
と
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
給
ふ
」

は
自
己
の
心
情
を
表
現
す
る
特
殊
な
言
葉

K
つ
く
の
で
は
な
い
、
と

言
い
切
る
と
と
は
で
き
念
い
。
け
れ
ど
も
、
「
思
ふ
」

K
も
か
な
h
y



複
合
語
が
あ
る
し
、
又
「
見
る
」
の
場
合
は
特

K
、
動
作
を
表
わ
す

例
が
多
い
と
と
を
考
え
る
と
、
果
た
し
て
、
「
給
ふ
」
が
心
情
表
現

K
用
い
ら
れ
た
か
、
疑
問

K
念
っ
て
く
る
。
私
は
、
む
し
ろ
、
「
給
ふ
」

は
、
「
思
ふ
」
「
見
る
」
「
聞
く
」
「
知
る
」
と
い
う
自
己
の
知
覚

の
動
作
を
表
わ
す
語

K
つ
〈
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
結
論
し
た
い
。

第
二
章

活
用
形
に
つ
い
て

第
一
節
活
用
形
の
種
類
と
頻
度

謙
譲
の
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
は
下
二
段
活
用
で
あ
る
か
ら
、
本
来

左
ら
ば
活
用
形
は
「
へ
・
へ
・
ふ
・
ふ
る
・
ふ
れ
・
へ
よ
」
す
べ
て

K
活
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
表
皿
を
み
て
も
わ
か
る
よ

う
K
「
給
ふ
」
の
場
合
は
、
終
止
形
と
命
令
形
が
四
作
品
す
べ
て

K

現
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
下
二
段
活
用
補
助
動
調
「
給
ふ
は
、

と
の
表
で
み
る
限
夕
、
「
へ
・
へ
・
0

・
ふ
る
・
ふ
れ
・

o
」
と
活

用
し
て
い
る
o
と
れ
は
ど
う
い
う
と
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
最
も
第
一

章
で
述
べ
た
よ
う

K
、
「
給
ふ
」
が
「
思
ふ
」
「
見
る
」
「
聞
く
」

「
知
る
」
と
い
う
自
己
の
動
作
を
卑
下
し
て
、
聞
手

K
敬
意
を
払
う

謙
譲
語
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
命
令
形
が
念
い
の
は
当
然
の

と
と
で
あ
ろ
う
。
自
分
自
身
の
動
作

K
命
令
形
が
つ
く
と
は
考
え
ら

れ
念
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
終
止
形
は
、
逆

K
用
例
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
が
、

ζ

れ

は
、
四
段
活
用
形
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
と
の
混
同
を
避
け
る

た
め
で
は
を
か
っ
た
か
ど
考
え
ら
れ
る
o

「
給
ふ
」

K
み
ら
れ
る
四

活
用
の
中
で
は
連
用
形
が
非
常

K
使
用
頻
度
が
高
く
、
全
体
の

Ill 

狭 夜 源 落

開衣 の 氏 窪
物 寝 物 物

語 覚 語 語

143 32 10 100 I 未

(19.7%) (32.6%) (14.9%) (19.1 %) (2.6%) 
然
形

406 47 37 300 22 連
用

(55.8%) (48.0%) (55.2%) (57.3%) (56.4%) 形

141 13 14 104 10 連

( 19.4%) ( 13.3%) (20.9%) ( 19.9%) (25.6%) 
体
形

37 6 6 19 6 己

( 5.1 %) (6.1 %) (9.0%) (3.7%) ( 15.4%) 
然
形

727 98 67 523 39 計

-50-

表五
五
・
八
¢
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
、
未
然
形
・
連
体
形
・
稀
K

己
然
形
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
節
複
合
形
態

K
つ
い
て

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う

K
、
「
給
ふ
」
の
活
用
形
は
連
用
形
が
最

も
多
い
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
「
給
ふ
」
が
複

合
語

K
介
在
し
や
す
い
と
い
う
と
と
で
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
次

の
よ
う
念
例
で
あ
る
。

マ
さ
ば
か
り

K
て
あ
り
ぬ
べ
く
な
ん
思
ひ
た
ま
へ
出
で
ら
る
る
。



（
源
氏
・
帯
木

p
m）

マ
『
い
か
走
ら
む
』
品
川
列
た
ま
～
闘
剖
つ
る

K
、
う
れ
し
く
：
：

（
落
窪
・
巻
二

p
制
）

と
れ
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う

K
、
「
給
ふ
」
は
「
思
い
出
で
給
ふ
」

で
は
念
く
て
、
「
思
ひ
た
ま
へ
出
づ
」
の
よ
う

K
、
複
合
語
K
介
在

し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

IV 

狭 夜 源 落

I/ 衣 の 氏 僅
物 寝 物 物

語 覚 語 喜善

の 「

180 17 14 146 3 複 思
合う
語」

の 「

30 2 4 24 
複見
合る
語」

合複
210 19 18 170 3 i日... 

計 誇

210 19 18 170 3 す連

406 47 37 300 22 る 用
複形

(51.7%) (40.4%) (48.6%) (56.6%) (13.6%) 合 It(

語対

..n立 ..il.... ll.. 170 3 す全

727 98 67 523 39 る用
複例

(28.9%) ( 19.4%) (26.9%) (32.5%) (7.7%) 合 K
語対

表

さ
て
、
表
W
を
み
る
と
、
複
合
語

K
「
給
ふ
」
が
介
在
し
た
例
が

か
左
h
y
多
い
と
と
が
わ
か
る
。
総
数
で
一
二

O
例
、
と
れ
は
「
給
ふ
」

の
連
用
形
例
の
五
一
・
七
係

K
あ
た
る
。
文
、
「
給
ふ
」
全
用
例
の

二
八
・
九
婦
で
あ
る
。
作
品
で
は
「
源
氏
物
語
」
が
圧
倒
的
K
多
〈

一
七
O
例
を
占
め
て
い
る
。
「
落
窪
物
語
』
で
は
三
例
と
極
端
K
少

左
い
が
、
全
用
例
の
少
念
い
と
と
を
考
え
る
と
然
程
問
題
で
は
念
い
。

と
K
か
く
「
給
ふ
」
は
複
合
語
K
介
在
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
用
例

も
多
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

第
三
章

敬
意
の
程
度
に
つ
い
て

第
一
一
節
場
面
の
考
察

第
一
章
で
述
べ
た
よ
う

K
、
「
給
ふ
」
は
自
分
自
身
、
又
は
自
分

の
側
の
人
聞
の
「
思
ふ
」
「
見
る
」
「
聞
く
」
「
知
る
」
と
い
う
動

作
を
卑
下
す
る
と
と

K
よ
っ
て
、
聞
き
手
に
敬
意
を
払
う
謙
譲
語
で

あ
っ
た
o

つ
ま
・
夕
、
「
給
ふ
」
は
話
し
手
と
聞
手
の
関
係
で
使
わ
れ

た。
と
の
と
と
か
ら
考
え
る
と
当
然
の
と
と
で
あ
る
が
「
給
ふ
」
が
使

用
さ
れ
る
の
は
会
話
文
が
ほ
と
ん

F
で
あ
る
。
表
V
を
み
る
と
、

「
落
窪
物
語
」
の
五
三
・
八
帰
以
外
は
三
作
品
す
べ
て
九

O
¢
前
後

が
会
話
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
や
は

b
書
き
手
と
読
み
手
が
存
在
す

る
消
息
文

K
全
体
の
一
一
一
・
一
婦
が
使
わ
れ
、
会
話
文
と
消
息
文
で

九
八
・
二
婚
を
占
め
る
と
と

K
念
る
。
つ
ま
り
、
「
給
ふ
」
は
会
話

文
と
消
息
文
K
使
わ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
一
一
一
一
口
で
は
念
い
。

向
、
心
中
文
、
地
の
文
と
考
え
ら
れ
る
例
も
あ
る
が
、
話
し
手
、

’E
4
 

F
h
J
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狭 夜 源 落

I/ 衣 の 氏 窪
物 寝 物 物
語 覚 語 語

634 87 64 462 21 会

(87.2%) (88.8%) (95.5%) ( 88.3%) (53.8%) 話文

88 9 3 59 17 消

( 12.1 %) (9.2%) (4.5%) (113%) (43.6%) 
息
文

2 1 1 Jし、

中
(0.3%) ( 1.0%) (2.6%) 文

3 1 2 地
の

(0.4%) ( 1.0 %) (0.4%) 文

727 98 67 523 39 言十

表聞
手
の
一
な
い
と
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
節
敬
意
の
主
体
と
対
象

「
給
ふ
」
は
話
し
手
と
聞
手
の
間
で
使
わ
れ
る
謙
譲
語
で
あ
っ
た

が
、
と
の
話
し
手
と
聞
手
は
ど
の
程
度
の
身
分
左
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
給
ふ
」
は
ど
れ
位
の
敬
意
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
と
し
て
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

と
の
と
と

K
つ
い
て
、
四
作
品
の
中
で

圧
倒
的
K
用
例
数
の
多
い
つ
源
氏
物
語
」
を
中
心
K
考
え
て
み
る
と

と
K
す
る
o

ま
ず
「
源
氏
物
語
」
全
用
例
K
つ
い
て
、
「
給
ふ
」
の
敬
意
の
払

い
方
、
使
用
度
数
を
示
し
た
表
wn
を
み
て
み
よ
う
。
但
し
、
と
の
表

は
源
氏
を
中
心
K
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

表
un
を
み
る
と
、
話
し
手
（
敬
意
の
主
体
）
と
な
っ
て
い
る
人
物

は
、
上
限
は
院
・
帝
の
位
か
ら
、
下
限
は
命
婦
・
乳
母
の
位
ま
で
と
、

か
左
h
y
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文
、
聞
手
（
敬
意
の
対
象
）
も

人
物
は
少
左
い
が
、
上
隈
と
下
限
は
同
様
で
あ
る
。

き
て
、
と
の
二
者
の
聞
の
敬
意
の
払
い
方
で
あ
る
が
、
高
い
身
分

の
者
か
ら
高
い
身
分
の
者
へ
、
た
と
え
ば
、
桐
壷
院
↓
朱
雀
院
、

又
、
低
い
身
分
の
者
か
ら
、
そ
の
者
の
主
人
、
主
人
の
妻
・
夫
・
恋

人
で
た
と
え
ば
、
惟
光
↓
源
氏
、
小
侍
従
↓
女
三
の
宮
念
ど
が
あ

る。
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と
と
ろ
で
、
と
の
中
で
最
も
使
用
度
数
の
高
い
源
氏
を
中
心

K
考

え
て
み
る
左
ら
ば
、
ま
ず
、
源
氏

K
対
し
て
「
給
ふ
」
を
以
っ
て
話

を
し
て
い
る
人
々
は

朱
雀
帝
・
大
宮
・
藤
壷
・
左
大
臣
・
朝
顔
の
君
・
女
五
の
宮
・
盤

宮
・
頭
中
将
・
左
大
臣
の
子
息
・
北
山
僧
都
・
紫
上
の
祖
母
・
秋

好
中
宮
・
六
条
御
息
所
・
玉
量
・
タ
霧
・
末
摘
花
・
空
蝉
・
明
石

の
君
・
北
山
聖
・
明
石
入
道
・
明
石
入
道
の
北
の
方
・
左
馬
頭
・

式
部
丞
・
紀
伊
守
・
太
宰
帥
・
惟
光
・
源
氏
の
乳
母
・
紫
上
の
乳

母
・
明
石
中
宮
の
乳
母
・
大
輔
命
婦
・
タ
霧
の
乳
母
・
右
近
（
浮

舟
付
き
）

源
氏
と
b
互
い

K
「
給
ふ
」
を
使
っ
て
い
る
人
々
は

朱
雀
帝
・
大
宮
・
藤
壷
・
左
大
臣
・
朝
顔
の
君
・
佳
宮
・
頭
中
将

・
北
山
僧
都
・
紫
上
の
祖
母
・
秋
好
中
宮
・
六
条
御
息
所
・
玉
量



表可1

ヰt阿｜薗｜折 浮中 空 末｜蒙 紅 匂柏 タ雲落玉大秋紫北右頭 醤｜署 桐桐女朝｜羊左｜藤大 冷朱

桐宣震l敬惜／意し敬の手パ主意L国の体／将対／象主）
｜λ｜江 i黒 葉か 条 好 上山

大 壷章 五顔
山閣 摘 薫 居 御 臣中 更 ｜二大｜大 泉雀

kJ;の 僧の 1:1; のづ 層、 中担僧
子 更！1'<のの

聖梨将1君舟君都君蝿花l将梅 宮木第雁 宮ら 所1官母器 忠将 宮氏衣l司 宮君i臣臣｜豊宮 帝帯

I 桐 壷 帝

2 7 2 朱 雀 帝

I I 2 冷 泉 帝

I 3 14 I• I 大 宮

ll 藤 壷

I 2 I 弘徽殿女御

4 左大且

3 鵬 月 夜

2 4 女ニの宮

2 朝顔の君

I 女五の宮

I 葵 上

桐牽更衣の母

I 3 4 I 6 3 6 4 5 6 I 14 2 I I 11 2 5 3 源 氏

5 盛 官

2 I 6 頭 中 将

7 八 の 宮

3 北山僧都

5 ｜紫上祖母

紫 上

IO 秋 好 中 宮

2 2 9 明石中宮

4 六条御息所

I 2 I I 9 I I 玉かづら

I 女ーの宮

落葉の宮

I 宮の御方

2 雲 居 雁

4 I 5 2 タ 霧

1【 匂 宮

I 4 5 I 2 薫

東 宮

2 花 散 里

末 摘 花

空 蝉

明石の君

I 6 横川僧都

I 6 大 君

i: 中 君

3 浮 舟

I !I!' re 
明石入道北の方

6 一 条 御 患 所

I 弁 の 尼
左 近 中 将

中 将

6 叙 負 命 婦
I 王命 婦

仲 人

大 夫 監

良 清

I 明石中宮乳母

玉かづら乳母

右近（浮舟）
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（
尚
侍
）

源
氏
の
み
が
「
給
ふ
」
を
使
っ
て
い
る
人
々
は
、

冷
泉
帝
・
臨
月
夜
・
葵
上
・
王
命
婦

と
の
よ
う
念
と
と
か
ら
考
え
る
と
、
源
氏

K
「
給
ふ
」
で
敬
意
を
払

っ
て
い
る
相
手
は
幅
広
い
身
分
の
者
で
あ
る
が
互
い

K

「
給
ふ
」
を

使
っ
た
人
々
は
、
非
常
K
高
い
身
分
の
者
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う

と
と
に
念
る
。
き
て
な
互
い
に
「
給
ふ
」
を
使
っ
た
人
々
の
中
で
、

左
大
臣
は
源
氏
に
対
し
て
十
一
例
使
い
、
源
氏
は
左
大
臣
K
四
例
使

つ
て
な
り
、
頭
中
将
は
源
氏
に
対
し
て
十
四
例
使
い
、
源
氏
は
頭
中

将
に
対
し
て
六
例
使
つ
て
な
り
、
朱
雀
院
は
源
氏
に
対
し
て
三
例
使

い
、
源
氏
は
朱
雀
院
に
対
し
て
七
例
使
っ
て
い
る
。
又
、
藤
査
に
対

し
て
十
五
例
使
い
、
藤
査
は
源
氏
K
対
し
て
二
例
使
つ
て
な
り
、
大

宮
に
対
し
て
も
十
四
例
使
い
、
大
宮
は
源
氏
に
対
し
て
五
例
使
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
給
ふ
」
は
折
目
正
し
い
、
や

や
か
し
と
ま
っ
た
言
素
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
と
ろ
で
、
か
し
と
ま
っ
た
言
葉
と
い
う
と
と
は
逆

K
、
、
ど
く
う

ち
と
け
た
親
し
い
間
柄
で
は
使
わ
な
い
と
い
う
と
と

K
念
る
が
、
そ

う
い
え
ば
、
源
氏
の
最
愛
の
妻
で
あ
る
紫
上
と
の
間

K
は
、
な
互
い

K
一
例
も
「
給
ふ
」
を
使
っ
て
い
左
い
。
と
の
と
と
は
、
二
人
の
間

が
隔
て
の
な
い
、
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
と
と
か
ら
、
身
分
の
低
い
者
が
「
給
ふ
」
を
使
う
場
合
は

尊
者

K
対
し
、
ひ
た
す
ら
か
し
ζ

ま
り
、
へ
り
く
だ
っ
て
物
を
い
い
、

身
分
の
高
い
者
同
志
は
、
格
式
ば
っ
た
、
や
L

か
し
ζ

ま
っ
た
場
合

K
「
給
ふ
」
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

論

下
二
段
活
用
補
助
動
詞
「
給
ふ
」
は
、
中
古
k
b
い
て
は
、
自
分

自
身
、
又
は
自
己
の
側

K
属
す
る
人
聞
の
「
思
ふ
」
「
見
る
」
「
聞

く
」
「
知
る
」
と
い
う
動
作
を
卑
下
す
る
と
と

K
よ
っ
て
、
聞
手
K

敬
意
を
払
う
。
折
目
正
し
い
、
か
し
と
ま
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

補
注注

1
源
氏
物
語
K
あ
ら
わ
れ
た
「
給
ふ
る
」
と
「
侍
h
y
」
伊
藤

和
子
「
国
語
と
国
文
学
二
二
巻
一
号
）
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